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李
文
杰
著
『
辨
色
視
朝

―
晩
清
的
朝
会
、
文
書
与
政
治
決
策
―
』

八
百
谷　

晃　

義

華
東
師
範
大
学
歴
史
学
系
所
属
の
李
文
杰
氏
（
以
下
、
著
者
）
に

よ
っ
て
世
に
問
わ
れ
た
本
書
は
、
清
朝
中
央
政
府
の
政
策
決
定
に
重
要

な
役
割
を
は
た
し
た
朝
会
と
文
書
の
運
用
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
政
策
決
定
の
過
程
に
お
け
る
権
力
と
責
任
の
分
担
に
つ
い
て
分
析

し
、
さ
ら
に
清
朝
の
制
度
設
計
全
体
の
理
念
、
政
策
決
定
の
特
徴
お
よ

び
そ
れ
ら
の
清
末
に
お
け
る
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
、
極
め

て
意
欲
的
な
研
究
で
あ
る
。
ま
ず
は
目
次
を
日
本
語
に
訳
し
て
示
し
て

お
く
。

序
論

上
編　

朝
会
の
変
遷

第
一
章　
　
　

御
門
聴
政
の
発
展
と
そ
の
衰
微

第
二
章　
　
　

同
治
、
光
緒
年
間
の
早
朝

第
三
章　
　
　

垂

聴
政
、
訓
政
、
帰
政
と
清
末
の
奏
摺
処
理

第
四
章　
　
　

見
大
起
―
清
末
の
「
御
前
会
議
」
―

中
編　

中
枢
と
文
書

第
五
章　
　
　

光
緒
帝
の
奏
摺
処
理
訓
練
に
つ
い
て

第
六
章　
　
　

清
代
軍
機
章
京
の
職
責
と
選
任

第
七
章　
　
　

総
理
衙
門
の
奏
摺
作
成
の
過
程
と
権
力
運
用

第
八
章　
　
　

君
相
関
係
の
終
曲
―
清
末
の
内
閣
と
軍
機
処
改
革
―

下
編　

会
議
に
よ
る
政
策
決
定
と
清
末
の
変
局

第
九
章　
　
　

 

廷
議
と
政
策
決
定
―
清
末
の
大
学
士
、
六
部
、
九
卿

会
議
―

第
十
章　
　
　

議
会
と
会
議
―
清
末
議
院
論
の
側
面
―

第
十
一
章　
　

御
前
会
議
と
立
憲
準
備

 （「
早
朝
」
な
ど
制
度
上
の
用
語
は
あ
え
て
原
文
の
ま
ま
に
し
て
あ

批
評
と
紹
介

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告　

四
十
六
号　

二
〇
二
二
年
三
月
発
行
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る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
下
文
の
要
約
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

本
書
の
内
容
を
概
括
す
る
前
に
、
書
名
の
意
味
、
ま
た
本
書
で
扱
わ

れ
て
い
る
清
代
の
朝
会
と
文
書
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
い
た

ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。
書
名
に
な
っ
て
い
る
「
色
を
辨
じ
て
（
明
け

方
、
ち
ょ
う
ど
物
を
見
分
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
明
る
さ
の
頃
に
）
朝
を
視

る
」
と
は
、『
礼
記
』
玉
藻
の
「
朝
に
は
色
を
辨
じ
て
始
め
て
入
り
、

君
は
日
出
で
て
こ
れ
を
視
、
退
き
て
路
寝
に
適
き
て
政
を
聴
き
、
人
を

し
て
大
夫
を
視
し
む
（
朝
辨
色
始
入
、
君
日
出
而
視
之
、
退
適
路
寝
聴

政
、
使
人
視
大
夫
）」
に
基
づ
く
。
清
代
に
お
い
て
「
色
を
辨
じ
て
朝

を
視
る
」
は
、
皇
帝
の
精
励
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
度
々
使
用
さ
れ

る
が）

1
（

、
早
朝
に
皇
帝
が
政
務
処
理
を
行
う
た
め
に
開
か
れ
る
の
が
朝
会

で
あ
る
。
清
代
の
朝
会
は
、
大
き
く
儀
礼
的
な
朝
会
と
、
実
際
の
政
務

を
処
理
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
朝
会
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
に
は
大
朝

と
常
朝
の
二
種
が
あ
り
、
後
者
も
御
門
聴
政
と
、
皇
帝
に
よ
る
軍
機
大

臣
召
見
お
よ
び
当
番
制
の
部
院
（
中
央
官
庁
）
に
よ
る
政
務
報
告
に
分

け
ら
れ
る
。
本
書
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
実
際
の
政
務
処
理
に
関

わ
る
後
者
で
あ
る
。
文
書
と
は
、
官
僚
か
ら
皇
帝
に
提
出
さ
れ
る
行
政

文
書
で
あ
り
、
朝
会
で
の
政
務
も
こ
れ
ら
行
政
文
書
を
処
理
す
る
形
で

行
わ
れ
る
。
清
代
の
前
期
に
お
い
て
は
、
明
代
か
ら
受
け
つ
が
れ
た
題

本
と
奏
本
と
い
う
文
書
形
式
が
用
い
ら
れ
た
が
、
康
熙
朝
に
よ
り
機
密

性
の
高
い
奏
摺
と
い
う
形
式
が
登
場
し
、
雍
正
朝
に
軍
機
処
が
設
立
さ

れ
る
に
及
ん
で
、
重
要
な
政
務
は
ほ
ぼ
奏
摺
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
本
書
で
重
点
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
も
、
む
ろ
ん
こ
の
奏
摺
で

あ
る
。

中
国
は
秦
代
以
来
形
成
さ
れ
た
伝
統
王
朝
の
政
治
制
度
に
お
い
て
、

皇
帝
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な
体
制
と
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の

高
度
に
発
達
し
た
官
僚
制
を
構
築
し
て
き
た
。
朝
廷
の
統
治
が
全
国
に

い
き
わ
た
り
、
ま
た
皇
帝
と
中
央
や
地
方
の
官
僚
と
の
意
思
疎
通
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は
、
効
率
的
な
文
書
伝
達
の
シ
ス
テ
ム
が
必
須

で
あ
る
。
清
代
に
お
い
て
最
も
重
要
な
行
政
文
書
は
上
述
の
奏
摺
で
あ

り
、
中
央
に
お
い
て
こ
れ
を
処
理
す
る
の
が
朝
会
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
清
代
の
政
治
史
を
理
解
す
る
た
め
に
は
朝
会
に
お
け
る
奏
摺
処
理

と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
特
に
垂

聴
政
や
予
備
立
憲
と
い
っ
た
中
央
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
に
関
す
る
重

大
な
制
度
変
革
が
あ
っ
た
清
末
に
つ
い
て
は
、
奏
摺
の
処
理
方
式
の
変

化
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
知
ら
な
い
限
り
、
適
切
に
政
治
史
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
中
国
近

代
史
研
究
に
お
い
て
制
度
史
研
究
は
比
較
的
手
薄
な
分
野
で
あ
り
、
本

書
で
論
じ
ら
れ
る
朝
会
や
文
書
処
理
の
制
度
的
変
遷
も
あ
ま
り
注
目
さ
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れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
近
代
史
研
究
が
太
平
天
国
、
洋

務
運
動
、
戊
戌
変
法
と
い
っ
た
重
要
な
歴
史
的
事
件
を
主
軸
と
し
て
進

め
ら
れ
て
き
た
た
め
で
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
枠
組
み
の
下
で
は
、
政

治
制
度
は
歴
史
的
事
件
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
か
、
ま
た
そ
の
変
遷

も
歴
史
的
事
件
の
結
果
と
し
て
、
い
わ
ば
受
け
身
の
考
察
が
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
が
打
ち
出
す
の
は
、「
制
度
の
論
理
」
と
い

う
べ
き
視
角
で
あ
る）

2
（

。
本
書
が
追
求
す
る
課
題
は
、
制
度
自
体
が
内
包

す
る
論
理
、
あ
る
い
は
制
度
を
背
景
で
支
え
て
い
る
伝
統
王
朝
の
政
治

秩
序
に
つ
い
て
の
理
念
が
、
い
か
に
政
策
決
定
や
制
度
の
変
遷
に
影
響

し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
朝
会
の
一
種
で
あ
る
御
門
聴
政
の
清
代
に
お
け
る
変

遷
が
概
観
さ
れ
る
。
御
門
聴
政
は
皇
帝
が
部
院
の
大
小
官
員
を
従
え
て

題
本
、
奏
本
を
処
理
す
る
朝
会
で
、
明
制
に
淵
源
す
る
が
、
内
閣
の
票

擬
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
明
代
に
比
べ
、
清
代
の
題
本
処
理
で
は
皇
帝

の
主
導
権
が
よ
り
強
く
発
揮
さ
れ
る
。
御
門
聴
政
は
康
熙
十
年
の
康
熙

帝
親
政
開
始
以
後
、
毎
日
挙
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
題
本
、

奏
本
に
比
べ
て
よ
り
機
密
性
の
高
い
奏
摺
が
出
現
し
、
重
要
な
政
策
が

奏
摺
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
御
門
聴
政
の
重
要
性
は
低

下
し
て
い
く
。
雍
正
朝
以
降
、
御
門
聴
政
は
不
定
期
開
催
と
な
り
、
処

理
に
特
別
な
注
意
が
必
要
な
題
本
で
あ
る
摺
本
が
一
定
の
数
量
に
達
し

て
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
は
、
御
門
聴
政
が

実
際
の
政
務
処
理
の
場
か
ら
、
皇
帝
の
精
励
を
象
徴
す
る
儀
礼
的
な
も

の
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
乾
隆
朝
か
ら
咸
豊
朝
に
か

け
て
御
門
聴
政
の
開
催
数
は
次
第
に
減
少
し
、
咸
豊
十
年
三
月
十
三
日

の
開
催
を
最
後
と
し
て
、
同
治
朝
以
降
は
全
く
行
わ
れ
な
く
な
る
。

奏
摺
制
度
の
重
要
性
が
次
第
に
高
ま
る
こ
と
で
、
題
本
と
奏
本
を
処

理
す
る
御
門
聴
政
が
実
質
的
な
意
義
を
失
い
、
咸
豊
朝
を
最
後
に
行
わ

れ
な
く
な
る
と
、同
治
朝
以
降
の
「
早
朝
」（
朝
に
行
わ
れ
る
政
務
処
理
）

は
奏
摺
処
理
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
章
で
は
、
同
治
、

光
緒
両
朝
の
早
朝
に
つ
い
て
詳
細
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
朝
会
で

処
理
す
る
奏
摺
は
、
各
部
院
、
衙
門
の
堂
官
（
長
官
）
が
当
番
制
で
政

務
報
告
を
行
う
京
内
奏
摺
と
、
地
方
官
か
ら
届
け
ら
れ
る
外
省
奏
摺
に

分
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
皇
帝
が
先
に
目
を
通
し
、
処
理
に
つ
い

て
初
歩
的
な
方
針
を
ま
と
め
た
の
ち
、
は
じ
め
て
軍
機
大
臣
を
召
見
し

て
諮
問
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
清
代
に
お
い
て
政
策
形
成
の
主

導
権
が
皇
帝
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
慈
禧
太
后
が
垂

聴
政

を
行
い
皇
帝
権
力
を
代
行
し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
基
本

的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
垂

聴
政
期
に
お
い
て
、
軍
機
大
臣
は
奏
摺

で
提
出
さ
れ
た
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
草
案
を
作
成
す
る
（
擬
旨
）
こ

と
は
で
き
た
が
、
著
者
は
甲
申
政
変
を
例
と
し
、

案
や
『
翁
同
龢
日
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記
』
な
ど
の
史
料
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
奏
摺
を
最
初
に
閲
覧
す
る
権

力
、
処
理
を
保
留
す
る
（
留
中
）
権
力
、
ま
た
処
理
に
つ
い
て
の
最
終

的
な
決
定
権
は
す
べ
て
慈
禧
太
后
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証

し
て
い
る
。
光
緒
帝
は
長
期
に
わ
た
る
垂

聴
政
と
約
二
年
間
の
訓
政

を
経
て
光
緒
十
五
年
に
親
政
を
開
始
す
る
が
、
光
緒
二
十
四
年
の
戊
戌

政
変
に
よ
り
慈
禧
太
后
は
再
び
訓
政
を
開
始
し
、
実
質
的
な
意
味
の
あ

る
政
務
上
の
決
定
は
、
す
べ
て
慈
禧
太
后
の
許
可
が
必
要
に
な
っ
た
。

第
三
章
は
、
本
書
の
中
で
も
特
に
重
要
な
章
だ
と
思
わ
れ
る
。
清
朝

で
は
同
治
朝
以
降
、
皇
太
后
が
政
務
に
参
与
す
る
垂

聴
政
と
訓
政
の

制
度
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
皇
帝
に
施
政
権
を
戻
す
帰
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
同
治
朝
と
光
緒
朝
で
は
異
な
る
制
度
設
計
が
な
さ
れ
た
。
著
者

は
光
緒
朝
の
帰
政
の
あ
り
方
か
ら
導
か
れ
た
権
力
構
造
が
、
戊
戌
政
変
、

己
亥
建
儲
、
庚
子
事
変
を
直
接
導
い
た
と
す
る
。
本
章
は
垂

聴
政
、

訓
政
、
帰
政
、
皇
帝
親
政
と
い
う
制
度
の
変
遷
を
追
う
の
だ
が
、
そ
の

際
、
奏
摺
処
理
の
あ
り
方
と
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
中
央
政
府
高
層
の

権
力
構
造
と
そ
の
変
動
に
焦
点
を
あ
て
、
清
代
文
書
制
度
の
内
在
的
な

論
理
に
よ
り
清
末
政
局
の
変
化
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

熱
河
に
蒙
塵
中
の
咸
豊
帝
が
病
に
倒
れ
た
後
、
咸
豊
十
一
年
六
月

二
十
六
日
に
、
御
前
大
臣
載
垣
、
景
寿
、
粛
順
が
軍
機
大
臣
と
と
も
に

奏
摺
を
閲
覧
し
、
処
理
意
見
を
皇
帝
に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

こ
の
処
理
意
見
の
形
成
は
皇
帝
の
考
え
が
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
状

況
で
な
さ
れ
る
も
の
で
、
載
垣
等
の
権
力
は
従
来
の
軍
機
大
臣
の
権
限

を
越
え
、
明
代
中
後
期
に
票
擬
を
担
当
し
た
内
閣
大
学
士
に
近
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
七
月
十
七
日
に
咸
豊
帝
が
死
去
す
る
と
、
皇

位
を
継
い
だ
同
治
帝
が
幼
少
の
た
め
、
載
垣
、
端
華
、
景
寿
、
粛
順
、

穆

、
匡
源
、
杜
翰
、
焦
祐
瀛
が
賛
襄
政
務
大
臣
と
な
り
、
慈
安
、
慈

禧
両
宮
皇
太
后
を
補
佐
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
賛
襄
政
務
大
臣
体

制
に
お
い
て
は
、
ま
ず
両
宮
皇
太
后
に
よ
り
奏
摺
が
閲
覧
さ
れ
、
政
務

大
臣
に
奏
摺
が
下
さ
れ
る
。
そ
し
て
政
務
大
臣
に
よ
り
処
理
意
見
が
形

成
さ
れ
、
政
務
大
臣
の
処
理
意
見
は
両
宮
皇
太
后
の
裁
可
を
得
て
は
じ

め
て
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
賛
襄
政
務
大
臣
は
奏
摺
を
皇
太
后
よ

り
先
に
閲
覧
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
し
か
し
兵
部
捷
報
処
を
通
し

て
提
出
さ
れ
た
奏
摺
の
数
量
を
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
の
皇
太
后
は
ま
だ
政
治
経
験
が
浅
く
、
実
際
の
政
務
処
理
に
お
い

て
経
験
豊
富
な
賛
襄
政
務
大
臣
の
補
佐
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
よ
り
、
両
宮
皇
太
后
は
個
別
の
奏
摺
を
賛
襄
政
務
大
臣
に

下
さ
ず
特
別
な
処
理
を
行
う
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
政
務
大
臣
の
処

理
意
見
を
拒
絶
し
て
自
ら
の
意
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ

た
。
賛
襄
政
務
大
臣
は
両
宮
皇
太
后
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
い
、
政
務
処
理
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
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位
し
、
垂

聴
政
が
復
活
す
る
。
光
緒
朝
の
垂

聴
政
は
、
部
分
的
な

違
い
を
除
け
ば
ほ
ぼ
同
治
朝
の
も
の
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
皇
帝
へ
の

帰
政
の
あ
り
方
は
、
同
治
、
光
緒
両
朝
で
大
き
な
相
違
が
存
在
し
た
。

光
緒
十
二
年
六
月
初
六
日
、
こ
の
時
す
で
に
慈
安
太
后
の
死
去
を
経
て

単
独
で
垂

聴
政
を
行
な
っ
て
い
た
慈
禧
太
后
は
、
翌
光
緒
十
三
年
に

親
政
大
典
を
挙
行
し
て
帰
政
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
光
緒
帝
の
生
父
で
あ
る
醇
親
王
奕

を
は
じ
め
宗
族
、
群
臣
は

さ
ら
に
訓
政
を
数
年
行
う
こ
と
を
請
願
し
、
慈
禧
太
后
も
こ
れ
を
受
け

入
れ
る
。
著
者
は
軍
機
大
臣
と
大
学
士
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
訓
政
条
款

な
ど
の

案
史
料
を
用
い
、
訓
政
の
も
と
で
は
政
策
決
定
や
人
事
任
命

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
な
政
務
が
す
べ
て
慈
禧
太
后
の
強
い
監
督

下
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

訓
政
を
経
て
、
光
緒
十
五
年
に
光
緒
帝
へ
の
帰
政
が
行
わ
れ
る
。
帰

政
後
に
お
け
る
光
緒
帝
と
慈
禧
太
后
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
関
係
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
奕

か
ら
草
案
が
示
さ
れ
、
軍
機
大
臣
が
こ
れ
を
参
考
に
し

て
章
程
十
六
条
を
作
成
し
、
慈
禧
太
后
に
裁
可
さ
れ
る
。
こ
の
章
程
で

規
定
さ
れ
た
光
緒
朝
の
帰
政
の
方
式
に
お
い
て
、
奏
摺
処
理
は
ま
ず
皇

帝
が
奏
摺
を
閲
覧
し
て
処
理
意
見
を
付
け
、
皇
帝
に
よ
る
意
思
表
示
が

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
軍
機
大
臣
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
処
理
案
が
皇
帝

の
裁
可
を
へ
て
施
行
さ
れ
た
後
、
慈
禧
太
后
に
よ
る
事
後
監
督
を
受
け

る
。
咸
豊
帝
死
後
に
形
成
さ
れ
た
賛
襄
政
務
大
臣
制
度
は
、
奏
摺
を
通

じ
た
政
策
形
成
の
主
導
権
を
皇
帝
に
集
中
さ
せ
る
と
い
う
清
朝
文
書
制

度
の
基
本
原
則
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
賛
襄
政
務
大
臣
は
辛
酉
政
変
に
よ
り
打
倒
さ

れ
る
が
、
著
者
は
政
変
発
生
の
理
由
と
し
て
、
慈
禧
太
后
個
人
の
権
力

欲
と
中
枢
に
お
け
る
権
力
闘
争
な
ど
の
他
に
、
制
度
的
な
要
素
も
重
視

す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
賛
襄
政
務
大
臣
の
制
度
は
清
朝
に

お
け
る
政
治
秩
序
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
こ
れ
が
彼
等
を
打
倒
し
よ
う
と

す
る
皇
太
后
の
行
為
に
正
当
性
を
付
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

辛
酉
政
変
に
よ
り
賛
襄
政
務
大
臣
制
度
が
打
破
さ
れ
た
後
、
垂

聴

政
制
度
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
制
度
の
も
と
で
は
恭
親
王
奕
訢
が
議
政

王
に
任
命
さ
れ
軍
機
大
臣
を
率
い
る
こ
と
と
な
り
、
賛
襄
政
務
大
臣
の

奏
摺
へ
の
処
理
意
見
を
作
成
す
る
権
力
は
議
政
王
軍
機
大
臣
に
引
き
継

が
れ
る
。
こ
の
時
の
垂

聴
政
は
、
若
く
政
治
経
験
の
浅
い
両
宮
皇
太

后
が
軍
機
大
臣
の
有
す
る
経
験
に
依
頼
す
る
点
で
賛
襄
政
務
大
臣
制
度

と
共
通
点
を
持
つ
。
た
だ
し
垂

聴
政
制
度
の
も
と
で
は
、
両
宮
皇
太

后
は
上
諭
を
作
成
す
る
主
導
権
を
明
確
に
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
同
治

十
一
年
に
同
治
帝
が
親
政
を
開
始
す
る
と
、
政
権
中
枢
の
権
力
構
造
は

完
全
に
咸
豊
朝
以
前
の
状
態
に
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
同
治
帝

が
同
治
十
三
年
十
二
月
に
死
去
す
る
と
、
ま
た
も
幼
少
の
光
緒
帝
が
即
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る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
奏
摺
処
理
の
方
法
は
基
本
的
に
旧
制
に
復

し
た
わ
け
だ
が
、
事
後
監
督
の
規
定
に
よ
り
、
光
緒
帝
が
慈
禧
太
后
の

意
向
を
無
視
し
て
自
ら
の
意
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
人
事
任
命
権
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
昇
進
や
転
出

の
慣
例
に
従
い
任
用
さ
れ
る
各
部
の
尚
書
、
侍
郎
等
の
ポ
ス
ト
を
軍
機

大
臣
の
提
出
し
た
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
光
緒
帝
が
決
定
す
る
外
、
重
要

な
職
缺
や
差
使
は
慈
禧
太
后
の
指
示
を
仰
い
だ
後
に
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
光
緒
朝
で
は
帰
政
後
に
お
い
て
も
慈
禧

太
后
が
影
響
力
を
強
く
保
持
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
旧
制
に
復
し
た
同
治
朝

の
帰
政
と
は
質
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
帰
政
以
前
に
皇
太
后
が
大
き

な
権
力
を
持
つ
の
は
、
幼
少
の
皇
帝
に
代
わ
っ
て
皇
帝
権
力
を
代
行
す

る
と
い
う
理
屈
が
あ
る
か
ら
で
、
帰
政
後
も
慈
禧
太
后
が
大
き
な
権
力

を
保
持
す
る
こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
む
ろ
ん
清
朝
の
制
度
的
な
理
念
か

ら
は
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
中
枢
に

お
け
る
ね
じ
れ
た
権
力
関
係
が
、
光
緒
帝
と
慈
禧
太
后
の
矛
盾
を
激
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
清
末
に
行
わ
れ
た
大
規
模
召
見
「
見
大
起
」
に
つ
い

て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
奏
摺
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
る
清
代
の
朝
会
に
お

い
て
は
、
軍
機
大
臣
と
部
院
大
臣
の
召
見
で
あ
る
「
見
起
」
が
重
要
な

一
部
分
を
な
し
て
い
る
。
清
末
に
お
い
て
、
幼
少
の
皇
帝
の
即
位
に
よ

り
出
現
し
た
垂

聴
政
制
度
に
よ
り
朝
廷
の
権
威
が
低
下
し
、
さ
ら
に

政
治
外
交
上
の
難
題
が
頻
出
し
た
こ
と
で
、
政
権
中
枢
は
朝
会
の
範
囲

を
拡
大
し
、
重
要
な
問
題
を
大
規
模
召
見
で
あ
る
見
大
起
に
よ
っ
て
打

開
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
見
大
起
に
は
、
光
緒
五
年
十
二
月

十
日
に
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
条
約
批
准
問
題
と
崇
厚
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
、
義
和
団
事
件
中
の
光
緒
二
十
六
年
五
月
二
十
日
か
ら

二
十
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
外
交
問
題
に
つ
い

て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
中
央
政
府
が
強
硬
論
に
傾
き
が
ち

な
士
論
「
清
議
」
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
日
清
戦
争
や
戊
戌
変
法
な
ど
に
つ
い
て
見
大
起
は
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
必
ず
行
わ
れ
る
訳
で
は
な
い
。

ま
た
見
大
起
は
往
々
に
し
て
第
九
章
で
論
じ
ら
れ
る
会
議
奏
摺
と
の
関

係
で
行
わ
れ
、
参
加
対
象
も
会
議
奏
摺
を
提
出
し
た
諸
臣
で
あ
る
。
著

者
に
よ
れ
ば
、
見
大
起
は
最
高
権
力
者
の
考
え
が
未
だ
定
ま
っ
て
い
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
小
規
模
な
精
鋭
民
主
会
議
的
な
作
用
を
果
た
す

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
会
議
で
の
討
論
を
経
る
こ
と
で
過
激
な
清
議
を
よ

り
理
性
的
な
も
の
に
落
ち
つ
か
せ
る
作
用
も
果
た
し
た
。
し
か
し
最
高

権
力
者
の
方
針
が
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
見
大
起
が
そ
れ
を

変
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
た
だ
会
議
を
経
た
こ
と
で
参
加
者
が
責
任
を

共
同
で
負
う
こ
と
を
形
式
の
上
で
示
す
意
味
し
か
な
か
っ
た
。
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第
五
章
は
『
光
緒
朝

批
奏
摺
』
に
見
え
る
一
部
の

批
と
、『
軍

機
処
随
手
登
記

』
の
同
一
の
奏
摺
へ
の
軍
機
大
臣
の
墨
批
に
差
異
が

あ
る
こ
と
に
注
目
し
（
実
際
に
施
行
さ
れ
た
の
は
後
者
）、『
翁
同
龢
日

記
』
な
ど
の
史
料
を
使
用
し
て
光
緒
帝
が
親
政
開
始
前
に
行
っ
た
奏
摺

処
理
の
訓
練
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
光
緒
帝
の
訓
練
は
光
緒
九
年
、

数
え
十
二
歳
の
時
か
ら
始
ま
り
、
字
数
が
少
な
く
、
内
容
も
簡
単
な
奏

摺
か
ら
、
徐
々
に
複
雑
な
内
容
の
奏
摺
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
っ
た
。
訓
練
に
使
わ
れ
た
奏
摺
の
内
容
は
当
時
に
お
け
る
政
務
上
の

重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
光
緒
帝
の

批
と
帝
師
の
指
導
か

ら
、
光
緒
帝
に
施
さ
れ
た
訓
練
の
お
お
よ
そ
の
内
容
と
、
帝
師
の
影

響
、
ま
た
翁
同
龢
等
帝
師
の
外
交
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
光
緒
帝
が
訓
練
の
た
め
に
つ
け

た

批
と
軍
機
大
臣
に
よ
り
草
案
と
し
て
作
成
さ
れ
実
際
に
施
行
さ
れ

た
墨
批
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
大
き
な
差
異
が
存
在
せ
ず
、
こ

の
事
実
は
皇
帝
の
主
観
的
意
図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、

ほ
と
ん
ど
の
国
事
に
つ
い
て
の
議
論
、
政
策
の
執
行
は
、
官
僚
体
系
の

有
す
る
経
験
に
基
づ
い
て
既
存
の
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
中
枢
の
意
思
決

定
と
権
力
構
造
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
章
で
は
、
清
代
に
お
け
る
軍
機
章
京
の
職
責
と
選
任
に
つ
い

て
、
試
験
に
よ
る
選
抜
、
引
見
と
採
用
、
ま
た
軍
機
章
京
の
そ
の
後
の

キ
ャ
リ
ア
に
大
き
く
影
響
す
る
「
保
奨
」（
勤
務
評
定
）
に
つ
い
て
分

析
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
軍
機
章
京
は
中
枢
の
行
政
文
書
と
最
も
近
い
関
係
を

持
つ
秘
書
団
で
あ
り
、
そ
の
機
密
情
報
に
近
い
特
質
上
、
章
京
は
内
外

政
界
に
広
範
な
人
脈
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
ポ
ス

ト
に
対
し
て
候
補
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
清
末
の
官
界
に
お
い
て
、

軍
機
章
京
は
三
年
に
一
度
の
保
奨
に
よ
り
、
最
も
昇
進
に
有
利
な
差
使

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
ポ
ス
ト
で
あ
る
軍
機
章
京
だ
が
、
清

代
に
お
い
て
嘉
慶
朝
に
は
軍
機
章
京
が
政
策
形
成
に
お
い
て
実
際
の
主

導
権
を
有
し
て
い
た
と
い
う
見
解
や
、
軍
機
処
が
「
利
益
集
団
」
と
し

て
皇
帝
権
力
と
対
抗
す
る
権
力
を
保
持
し
て
い
た
と
す
る
主
張
に
つ
い

て）
4
（

、
著
者
は
批
判
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
軍
機
処
は
総

理
衙
門
や
六
部
な
ど
専
門
性
を
有
す
る
政
務
機
関
の
よ
う
に
特
殊
な
権

益
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
本
書
が
全
体
に
わ
た
っ
て

論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
清
代
に
お
い
て
政
策
形
成
の
主
導
権
は
た
え
ず

皇
帝
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
七
章
で
は
、
総
理
衙
門
に
お
い
て
奏
摺
が
作
成
さ
れ
る
過
程
と
、

そ
の
上
奏
と
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
総
理
衙
門

に
お
い
て
奏
摺
が
作
成
さ
れ
る
際
の
特
徴
と
し
て
は
、
胥
吏
が
草
案
作

成
の
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
総
理
衙
門
章
京
が
大
き
な
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役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
総
理
衙
門
は
「
英
国
股
」
な
ど

い
く
つ
か
の
「
股
」
が
政
務
を
分
掌
し
て
い
る
が
、
奏
摺
作
成
に
際
し

て
は
、
ま
ず
各
股
に
所
属
す
る
章
京
の
代
表
で
あ
る
管
股
章
京
が
総
理

衙
門
大
臣
の
考
え
に
そ
っ
て
草
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
後
、
総
理
衙
門

章
京
全
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
総
辦
章
京
に
よ
り
草
案
の
修
正
が
行
わ

れ
、
さ
ら
に
総
理
衙
門
大
臣
（
全
員
で
は
な
い
）
が
目
を
通
し
て
採
用

さ
れ
れ
ば
、
最
終
的
に
休
暇
中
を
除
く
す
べ
て
の
総
理
衙
門
大
臣
が
署

名
し
て
、
よ
う
や
く
上
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
奏
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
部
院
が
当
番
制
で
政
務
報
告
を
行
う
の
と
違
い
、
総
理
衙
門

は
随
時
に
上
奏
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
ま
た
部
院
の
上
奏
の
多
く

は
定
例
報
告
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
「
知
道
了
（
了
解
し
た
）」、「
依
議

（
そ
の
通
り
に
せ
よ
）」
な
ど
の
決
ま
り
文
句
で
処
理
さ
れ
る
の
と
異
な

り
、
総
理
衙
門
の
奏
摺
は
必
ず
皇
帝
自
ら
か
、
軍
機
処
の
草
案
に
よ
っ

て
個
別
に
処
理
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
総
理
衙
門
は

上
奏
の
際
に
大
臣
全
員
の
署
名
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
見
解
は

因
循
に
流
れ
や
す
く
、
意
欲
的
な
政
策
を
提
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。
ま
た
専
門
性
の
高
い
外
交
事
務
を
処
理
す
る
特
質
上
、
奏
摺

作
成
の
過
程
に
お
い
て
章
京
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き
く
、
前
章

で
論
じ
ら
れ
た
軍
機
処
に
比
し
て
、
政
策
形
成
の
過
程
に
お
け
る
章
京

の
主
導
権
が
大
き
か
っ
た
。

清
末
の
予
備
立
憲
は
、
憲
法
の
制
定
、
責
任
内
閣
の
組
織
と
国
会
の

開
設
を
主
要
な
内
容
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
君
権
の
限
界
を
確

定
す
る
と
い
う
重
大
な
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。
清
朝
の
立
憲
改
革
に
つ

い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
多
く
は
革
命
派
の
活
動
、
立
憲
派
の
請
願
に

主
要
な
関
心
を
向
け
る
一
方
、
制
度
の
側
面
へ
注
意
す
る
こ
と
は
少
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
第
八
章
で
は
、
制
度
そ
の
も
の
の
文
脈
と
特
徴
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
勢
力
の
闘
争
以
外
の
側
面
か
ら
、
責

任
内
閣
制
度
の
成
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
理

論
上
、
責
任
内
閣
制
度
は
行
政
の
責
任
を
内
閣
が
負
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
皇
帝
を
行
政
責
任
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か

し
ま
さ
に
そ
の
故
に
こ
そ
、
責
任
内
閣
制
は
政
策
形
成
に
お
け
る
主
導

権
を
皇
帝
一
身
に
集
中
さ
せ
よ
う
と
す
る
清
朝
の
制
度
設
計
の
理
念
と

の
間
に
、
深
刻
な
齟
齬
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
丙
牛
（
光
緒
三
十
二

年
）
官
制
改
革
に
お
い
て
責
任
内
閣
制
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に

は
、
慈
禧
太
后
の
権
力
欲
や
中
枢
の
袁
世
凱
集
団
に
対
す
る
懸
念
の
外

に
、
責
任
内
閣
制
の
理
念
が
未
だ
清
代
に
お
け
る
制
度
理
念
に
か
わ

り
、
輿
論
の
広
範
な
支
持
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
事
実
も
存
在

す
る
。
し
か
し
そ
の
後
責
任
内
閣
制
の
成
立
を
求
め
る
輿
論
の
声
が

徐
々
に
高
ま
り
、
宣
統
三
年
三
月
十
二
日
、
つ
い
に
責
任
内
閣
制
の
採

用
が
批
准
さ
れ
る
。
こ
の
時
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
「
皇
族
内
閣
」
の
問



－ 127 －

題
は
、
内
閣
成
員
の
人
選
だ
け
で
な
く
、
制
度
面
に
も
存
在
し
た
。
す

な
わ
ち
皇
族
内
閣
に
お
い
て
は
、
人
事
を
は
じ
め
と
す
る
政
務
処
理
、

政
治
文
書
の
処
理
方
式
な
ど
の
点
で
旧
制
度
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

く
、
行
政
責
任
は
や
は
り
内
閣
で
は
な
く
皇
帝
に
存
在
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
局
面
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
武
昌
起
義
の
後
に
成
立

し
た
第
二
次
責
任
内
閣
で
、
袁
世
凱
を
首
班
と
す
る
こ
の
内
閣
で
は
、

内
閣
が
行
政
責
任
を
負
う
制
度
が
構
築
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
下
で
の
責

任
内
閣
制
の
構
築
が
よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
九
章
で
は
、
皇
帝
以
外
の
要
素
が
政
策
決
定
に
与
え
た
影
響
を
考

察
す
る
た
め
に
、
皇
帝
の
参
加
し
な
い
九
卿
廷
議
と
、
こ
れ
を
拡
大
し

た
大
学
士
、
六
部
、
九
卿
会
議
の
清
末
に
お
け
る
運
用
と
影
響
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
九
卿
会
議
の
九
卿
と
は
、
六
部
、
都
察
院
、
通
政
司
、

大
理
寺
の
長
官
で
、
往
々
に
し
て
大
学
士
も
共
同
で
会
議
に
参
加
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
会
議
の
結
果
は
上
奏
し
て
処
理
さ
れ
る
。
清
末
に
お

い
て
は
、
咸
豊
八
年
四
月
の
耆
英
案
に
お
い
て
範
囲
を
拡
大
し
た
廷
議

が
開
か
れ
、
ま
た
第
三
章
で
詳
論
さ
れ
た
辛
酉
政
変
の
際
に
も
、
大
規

模
に
京
官
を
動
員
し
て
賛
襄
政
務
大
臣
の
罪
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以

降
、
皇
帝
権
力
は
度
々
大
学
士
、
六
部
、
九
卿
会
議
、
あ
る
い
は
更
に

大
規
模
な
廷
議
を
招
集
し
て
重
大
な
政
務
を
議
論
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
、
十
九
世
紀
末
に
合
計
二
五
件
の
問
題
に
つ
い
て
二
七
回
の
廷
議
が

行
わ
れ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
清
末
に
お
け
る
廷
議
の
実
際
の
効
果
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
も
し
す
で
に
皇
帝
に
当
該
問

題
の
処
理
に
つ
い
て
の
方
針
が
存
在
す
る
場
合
、
廷
議
に
そ
れ
を
覆
す

力
は
な
か
っ
た
が
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
小
規
模
な
精
鋭
民
主
会

議
的
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
廷
議
の
結
論
は
全

会
一
致
を
原
則
と
す
る
た
め
、
そ
の
結
論
は
議
論
の
合
理
性
を
犠
牲
に

し
て
も
平
板
な
中
間
路
線
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
皇
帝
権
力
の

角
度
か
ら
見
た
場
合
、
重
大
な
問
題
を
廷
議
に
か
け
る
こ
と
は
、
責
任

を
官
僚
集
団
と
分
担
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
同
時

に
、
廷
議
は
機
密
漏
洩
や
、
ま
た
極
端
な
輿
論
の
圧
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
る
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
の
開
戦
や

講
和
条
約
締
結
の
重
要
な
局
面
に
お
い
て
皇
帝
が
廷
議
を
用
い
な
か
っ

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

第
十
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
清
末
の
議
会
論
で
あ
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
先
行

研
究
の
多
く
は
西
欧
か
ら
の
影
響
に
注
目
す
る
の
み
で
、
当
時
の
議
会

論
に
伝
統
的
な
制
度
観
、
政
治
秩
序
観
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
本
章
で
は
、
清
末
の
議
会

論
を
朝
会
と
政
策
決
定
の
制
度
的
な
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
て
い
る
。
本
章
の
主
要
な
討
論
に
お
い
て
、
著
者
は
陳
熾
、
楊
宜
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治
、
呉
炳
、
誠
勤
の
四
人
に
よ
る
議
会
論
を
例
と
し
て
、
前
章
で
論
じ

ら
れ
た
よ
う
な
清
末
に
お
け
る
会
議
の
あ
り
方
が
こ
れ
ら
官
僚
の
議
会

論
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の

は
、
彼
ら
が
そ
の
議
会
論
に
お
い
て
皇
帝
の
政
策
決
定
権
へ
懐
疑
的
態

度
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
戊
戌
変
法

期
に
康
有
為
ら
変
法
派
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
構
想
で
も
同
じ
で
、
有

名
な
康
有
為
の
制
度
局
の
構
想
も
、
実
は
既
存
の
皇
帝
権
力
の
枠
組
み

の
も
と
で
、
軍
機
処
な
ど
の
有
し
た
権
限
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
も

の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

第
十
一
章
で
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
清
末
に
お
け
る
「
御
前
会
議
」
で

あ
る
。「
御
前
会
議
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
も
と
も
と
日
本
語
で

あ
り
、
日
本
の
立
憲
君
主
体
制
下
に
存
在
し
た
制
度
で
あ
る
。
日
本
の

制
度
の
も
と
で
は
、「
御
前
会
議
」
は
形
式
上
天
皇
が
参
加
す
る
こ
と

で
決
定
に
天
皇
の
権
威
を
付
与
す
る
効
果
が
あ
っ
た
が
、
天
皇
は
政
策

の
結
果
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
必
要
は
な
か
っ
た
。
清
末
に
お
い
て
日

本
経
由
の
新
知
識
輸
入
が
盛
ん
に
な
る
と
、
こ
の
「
御
前
会
議
」
と
い

う
語
も
頻
繁
に
中
国
語
の
文
章
に
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
日

本
と
中
国
の
「
御
前
会
議
」
の
制
度
的
実
態
は
大
き
く
異
な
る
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
清
朝
最
末
期
の
史
料
に
出
現
す
る
「
御
前
会
議
」
は
ほ
ぼ

第
四
章
で
論
じ
ら
れ
た
「
見
大
起
」
な
ど
の
大
規
模
召
見
を
指
し
、
日

本
の
「
御
前
会
議
」
と
は
全
く
異
な
る
。
宣
統
年
間
に
摂
政
王
載

が

日
本
の
「
御
前
会
議
」
に
類
似
す
る
制
度
の
導
入
を
構
想
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
君
主
が
決
定
に
積
極
的
に
参
与
せ
ず
結
果
に
責
任
も
負
わ

な
い
「
御
前
会
議
」
制
度
の
導
入
は
清
朝
の
制
度
的
理
念
に
合
わ
ず
、

最
終
的
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

結
論
で
は
七
点
に
わ
け
て
著
者
の
結
論
的
思
考
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
清
朝
は
明

代
以
来
の
制
度
的
理
念
、
つ
ま
り
宰
相
を
廃
し
て
政
策
決
定
権
を
皇
帝

一
身
に
集
中
さ
せ
る
と
い
う
理
念
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
制
度
設
計
を
行
っ
た
。
軍
機
処
の
設
立
と
奏
摺
制
度
の
採
用
は
、

こ
の
よ
う
な
制
度
的
理
念
を
最
高
度
に
実
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ

し
て
ま
た
皇
帝
に
よ
り
政
策
決
定
権
が
掌
握
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
理

念
は
、
清
代
に
お
い
て
当
然
の
政
治
的
倫
理
で
あ
り
、
こ
れ
が
清
末
に

お
い
て
も
、
官
紳
の
制
度
的
思
考
を
相
当
に
規
制
し
て
い
た
。
清
末
に

お
い
て
は
二
度
の
垂

聴
政
や
西
欧
的
政
治
制
度
の
影
響
に
よ
り
、
軍

機
処
、
あ
る
い
は
総
理
衙
門
な
ど
専
門
政
務
機
関
の
役
割
が
大
き
く

な
っ
た
が
、
し
か
し
皇
帝
の
最
終
的
な
政
策
決
定
権
は
や
は
り
当
然
の

前
提
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
構
造
は
、
最
終
的
に
袁
世
凱
を

首
班
と
す
る
責
任
内
閣
制
に
よ
り
打
破
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
清
朝
本
来
の
政
治
的
倫
理
が
す
で
に
力
を
失
い
、
新
し
い
政
治
的
倫
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理
が
官
紳
輿
論
に
お
い
て
優
勢
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
結
果
で
も
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
た
。
本
書
は
未
公
刊
の
も
の
を

含
む
大
量
の
史
料
を
駆
使
し
、
主
と
し
て
清
末
に
お
け
る
文
書
制
度
と

政
策
決
定
の
仕
組
み
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
さ
ら
に
清
代
の
「
制
度

の
論
理
」
が
清
末
に
お
け
る
制
度
改
革
や
権
力
構
造
に
い
か
な
る
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
論
じ
た
。
方
法
上
の
特
徴
と
し
て
、
著
者
の
研

究
は
『
会
典
』
等
の
史
料
に
記
載
さ
れ
た
制
度
の
静
態
的
な
再
現
に
留

ま
ら
ず
、
当
時
を
生
き
た
人
々
の
思
想
と
行
動
が
い
か
に
制
度
の
形
成

や
変
革
の
動
態
的
過
程
に
影
響
し
て
い
る
か
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ

は
著
者
の
一
貫
し
た
研
究
上
の
自
覚
で
あ
る
と
と
も
に）

5
（

、
近
年
中
国
大

陸
の
学
界
で
「
活
き
た
制
度
史
（
活
的
制
度
史
）」
と
し
て
提
唱
さ
れ

る
研
究
の
方
向
で
も
あ
る）

6
（

。
本
書
は
中
国
大
陸
の
学
界
に
お
け
る
新
し

い
制
度
史
の
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
動
向
の
な
か
で
生
ま
れ
た
成

果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

評
者
の
印
象
で
は
、
清
代
に
お
け
る
文
書
制
度
の
研
究
は
奏
摺
制
度

が
誕
生
し
、
さ
ら
に
軍
機
処
が
設
立
さ
れ
て
奏
摺
が
皇
帝
と
官
僚
が
意

思
疎
通
す
る
際
の
主
要
な
工
具
と
な
る
過
程
、
す
な
わ
ち
康
熙
、
雍
正

両
朝
に
研
究
が
集
中
し
、
特
に
雍
正
帝
の
奏
摺
運
用
が
多
く
の
関
心
を

集
め
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
は
か
つ
て
宮
崎
市
定
を
中
心
と
す
る
京

都
大
学
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
雍
正
朝
を
中
心
と
す
る
文

書
制
度
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
評
者

自
身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
大
学
な
ど
研
究
者
養
成
機

関
に
お
い
て
、
例
え
ば
大
学
院
進
学
前
後
の
学
生
が
清
代
の
文
書
制
度

に
つ
い
て
基
本
的
な
理
解
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
今
で
も
ま
ず
宮

崎
市
定
に
よ
る
関
連
の
研
究
が
読
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
雍
正
朝
に
お
い
て
そ
の
理
念
が
最
高
度
に
実
現
さ
れ
た
文
書
制
度
の

清
末
に
お
け
る
変
遷
に
つ
い
て
参
照
す
べ
き
研
究
は
少
な
く
、
多
く
の

近
代
史
研
究
者
に
と
っ
て
、
清
代
文
書
制
度
は
雍
正
朝
の
固
定
し
た
イ

メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
清
末
に
お
け
る
変
化
の
存
在

に
気
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
は
っ

き
り
と
し
た
概
念
を
持
て
ず
に
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
自
ら
の
不
勉
強
を
さ
ら
す
よ
う
だ
が
、
評
者
は
清
末
の
政
治
史
研

究
を
行
い
な
が
ら
も
、
軍
機
大
臣
が
奏
摺
に
つ
い
て
処
理
意
見
の
草
案

を
作
成
す
る
「
擬
旨
」
に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
的
根
拠
が
い
か
な
る
も

の
な
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
本
書

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
が
同
治
初
年
の
特
殊
な
政
治
状
況
の
も
と

で
形
成
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
か
つ
擬
旨
を
行
う
軍
機
大

臣
の
権
力
の
限
界
に
つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
同
様
の
こ
と
は
、
光
緒
朝
に
お
け
る
皇
帝
と
慈
禧
太
后
の
権

力
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
光
緒
帝
が
親
政
後
も
慈
禧
太
后
の
強
い
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論
理
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
お
り
、
著
者
に
よ
る
こ
の

評
価
は
近
年
の
戊
戌
変
法
史
研
究
の
成
果
と
も
合
致
す
る）

8
（

。
こ
の
よ
う

に
、
制
度
の
側
か
ら
政
治
的
事
件
を
論
じ
た
本
書
は
、
我
々
の
政
治
的

事
件
へ
の
理
解
を
よ
り
立
体
的
な
も
の
と
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

同
時
に
、
著
者
に
よ
る
よ
り
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
見
た
か
っ
た
と
思

う
点
も
存
在
す
る
。
本
評
で
は
本
書
の
大
き
な
貢
献
と
し
て
、
制
度
の

側
か
ら
政
治
的
事
件
の
展
開
を
考
察
す
る
視
角
を
示
し
た
こ
と
を
繰
り

返
し
述
べ
た
が
、
で
は
こ
の
「
制
度
の
論
理
」
は
ど
こ
ま
で
有
効
な
の

か
。
清
末
の
、
あ
る
い
は
中
国
の
歴
史
の
、
特
に
そ
の
政
治
的
展
開
を

理
解
す
る
う
え
で
、
制
度
の
側
か
ら
見
る
と
い
う
視
角
は
、
そ
の
他
の

分
析
視
角
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
の
内
容
を
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
理
解
す
る
た
め
に

は
、「
制
度
の
論
理
」
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
力
を
発
揮
し
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
力
を
失
っ
て
し
ま
う
の
か
を
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著
者
は
本
書
の
最
後
（
四
一
六

頁
）
で
、「
制
度
の
論
理
」
が
有
効
で
あ
る
た
め
の
ふ
た
つ
の
条
件
を

あ
げ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
制
度
を
形
成
し
、
制
度
の
背
景
に
存
在
す
る

政
治
的
力
量
が
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ

は
形
成
さ
れ
た
制
度
が
そ
の
時
の
政
治
的
倫
理
に
符
合
す
る
こ
と
、
で

あ
る
。
上
文
で
ま
と
め
た
よ
う
に
、
武
昌
起
義
後
に
成
立
し
た
袁
世
凱

掣
肘
を
受
け
て
い
た
こ
と
自
体
は
常
識
に
属
す
る
だ
ろ
う
が
、
で
は
光

緒
帝
の
権
力
の
限
界
は
ど
こ
に
存
在
し
た
の
か
。
こ
れ
を

案
に
見
え

る
規
定
や
実
際
の
政
務
運
用
へ
の
分
析
に
よ
り
示
し
た
本
書
の
参
考
価

値
は
極
め
て
高
い
。
本
書
が
ひ
ろ
く
清
末
を
対
象
と
す
る
研
究
者
に
読

ま
れ
る
こ
と
を
願
う
所
以
で
あ
る
。

本
書
の
貢
献
は
、狭
く
制
度
史
の
分
野
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
制
度
の
論
理
」
と
い
う
べ
き
視
角
に
よ
っ
て
、
政
治
史
研
究
に
対
し

て
新
た
な
分
析
の
可
能
性
を
示
し
た
こ
と
に
も
あ
る
。
例
え
ば
慈
禧
太

后
が
粛
順
ら
を
打
倒
し
た
辛
酉
政
変
に
つ
い
て
、
従
来
は
咸
豊
帝
死
後

の
権
力
闘
争
の
要
素
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
が）

7
（

、
本
書
で
は
制

度
の
角
度
か
ら
、
粛
順
ら
賛
襄
政
務
大
臣
の
制
度
が
政
治
的
正
当
性
を

獲
得
し
難
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
こ
れ
が
政
変
の
発
動
、
お
よ
び
政
変

後
の
体
制
が
官
紳
輿
論
の
支
持
を
獲
得
す
る
背
景
に
な
っ
た
と
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
戊
戌
変
法
期
に
お
け
る
官
紳
の
、
特
に
康
有
為
に
よ

る
「
議
会
論
」「
議
会
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
西
欧
式

代
議
制
議
会
制
度
の
影
響
の
角
度
か
ら
多
く
の
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
で
は
清
朝
の
制
度
的
文
脈
か
ら
、
康
有
為

を
代
表
と
す
る
変
法
運
動
期
の
「
議
会
論
」
の
多
く
は
清
代
に
お
け
る

群
臣
会
議
の
系
譜
に
属
し
、
そ
の
典
型
的
表
現
と
し
て
、
西
欧
式
の
議

会
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
君
権
抑
制
や
そ
の
他
の
国
権
機
関
と
の
分
権
の
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を
首
班
と
す
る
責
任
内
閣
に
よ
り
、
最
終
的
に
清
朝
中
枢
の
権
力
構
造

が
打
破
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
著
者
の
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
が
可
能
と

な
っ
た
の
は
、
清
朝
最
末
期
に
お
い
て
、
清
朝
の
伝
統
的
な
政
治
秩
序

観
に
代
わ
っ
て
す
で
に
新
た
な
政
治
的
倫
理
が
優
勢
と
な
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
新
し
い
政
治
的
倫
理
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
。
む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な

大
き
な
課
題
の
解
決
を
本
書
の
み
に
求
め
る
の
は
苛
酷
な
要
求
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
著
者
や
評
者
も
含
め
た
研
究
者
が
共
同
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
評
者
の
関
心
の
あ
る
報
刊
研
究
を
例

に
、
ひ
と
つ
の
議
論
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

章
清
の
整
理
し
た
よ
う
に
、
清
末
に
お
け
る
報
刊
は
ま
ず
邸
抄
や
轅

門
抄
の
よ
う
な
伝
統
的
な
政
治
情
報
伝
達
手
段
の
補
充
と
拡
張
と
い
う

位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
次
第
に
報
刊
を
陣
地
と
す
る
輿
論

界
、
思
想
界
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た）

9
（

。
こ
の
よ
う
な
官
紳
に
よ
る

輿
論
の
形
成
は
、
政
策
形
成
の
主
導
権
を
皇
帝
に
集
中
さ
せ
よ
う
と
す

る
理
念
と
、
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
奏
摺
や
寄
信
上
諭
な
ど
機
密
性
の
高

い
文
書
を
用
い
た
情
報
管
理
の
原
則
と
は
対
立
す
る
も
の
と
い
え
る
。

張
元
済
は
総
理
衙
門
章
京
の
任
に
あ
っ
た
際
、『
時
務
報
』
を
経
営
す

る
汪
康
年
の
た
め
に
総
理
衙
門
で
接
触
し
た
情
報
を
抄
録
し
て
提
供

し
、
ま
た
軍
機
処
の
供
事
（
文
書
の
抄
録
を
担
当
す
る
吏
員
。
各
衙
門

の
胥
吏
と
違
い
、
文
書
の
草
案
作
成
に
は
関
与
し
な
い
）
に
依
頼
し
て

未
発
抄
の
奏
摺
の
写
し
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た）

10
（

。
む
ろ
ん
章
京

な
ど
に
よ
る
情
報
漏
洩
は
、
本
書
で
章
京
が
広
い
交
際
圏
を
形
成
し
え

た
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
軍
機
処
、
総
理
衙
門
の
設

立
当
初
か
ら
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私
的
な
書
信
な
ど
を
通
し

た
個
別
的
な
情
報
提
供
と
、
不
特
定
多
数
を
読
者
と
す
る
報
刊
に
機
密

情
報
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
は
質
的
な
差
異
が
存
在
す
る
。
清
末
に
お

い
て
出
現
し
た
報
刊
は
、
邸
抄
や
轅
門
抄
の
よ
う
な
政
府
が
公
開
し
た

情
報
を
複
製
す
る
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
機
密
情
報
を
得
て
公
開
す
る

こ
と
で
、
本
来
な
ら
皇
帝
権
力
が
一
手
に
掌
握
す
べ
き
で
あ
る
政
策
決

定
権
の
前
提
と
な
る
機
密
情
報
の
中
枢
に
よ
る
独
占
を
動
揺
さ
せ
つ
つ

あ
っ
た
し
、『
時
務
報
』
を
嚆
矢
と
す
る
中
国
人
の
手
に
よ
る
政
論
性

報
刊
の
言
論
空
間
は
、
政
府
の
判
断
を
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

な
い
官
紳
輿
論
を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
戊
戌
政
変
後
、
湖
広

総
督
張
之
洞
の
命
を
受
け
た
梁
鼎
芬
が
『
申
報
』
を
動
員
し
て
行
っ
た

輿
論
工
作
や
、
両
江
総
督
劉
坤
一
が
自
ら
『
申
報
』、『
中
外
日
報
』
に

寄
稿
し
、
政
変
の
正
当
性
を
訴
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
実
は
、
戊
戌

政
変
も
政
権
外
部
に
存
在
す
る
報
刊
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
輿
論
空
間

の
拡
大
を
完
全
に
押
し
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
府
の
大
官
さ
え

こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る）

11
（

。
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梁
啓
超
は
光
緒
二
十
八
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
論
説
で
、「
政
府
な

る
も
の
は
、
公
衆
の
委
託
を
受
け
、
最
高
の
団
体
（
今
世
の
政
学
者

は
、
国
家
は
人
類
の
最
高
の
団
体
た
り
と
謂
う
―
原
注
）
の
事
業
を
辦

理
す
る
者
な
り
、
授
か
る
に
全
権
を
も
っ
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
す

な
わ
ち
事
、
も
と
よ
り
挙
ぐ
を
得
べ
か
ら
ず
」
と
言
い
、
政
府
に
よ
る

政
策
決
定
権
の
独
占
を
否
定
し
た
う
え
で
、
輿
論
を
代
表
す
る
報
刊
に

よ
っ
て
政
府
を
監
督
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
力
説
し
て
い
る）

12
（

。
こ
れ
に

反
し
て
、『
申
報
』
は
光
緒
三
十
二
年
正
月
に
最
近
の
「
報
を
閲
す
る

者
」
が
ど
の
よ
う
に
報
刊
を
見
て
い
る
か
を
述
べ
、「
両
宮
（
慈
禧
太

后
と
光
緒
帝
）」
が
新
聞
を
読
む
の
は
「
各
省
官
吏
の
賢
な
る
や
否
や
」

に
注
意
し
て
い
る
か
ら
で
、
ま
た
官
僚
は
公
務
の
際
に
書
類
を
作
成
す

る
材
料
と
し
て
報
刊
を
利
用
し
て
い
る
と
す
る）

13
（

。
梁
啓
超
の
議
論
と
比

較
し
た
場
合
、『
申
報
』
の
議
論
に
お
い
て
も
報
刊
が
「
私
見
」
で
は

な
く
「
公
理
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
し

か
し
政
府
と
官
僚
に
と
っ
て
報
刊
の
役
割
は
情
報
の
伝
達
と
い
う
一
点

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
輿
論
に
よ
る
政
策
決
定
へ
の
監
督
や
参
加
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
報
刊
の
側
か
ら
見
て
も
見

解
の
相
違
が
存
在
し
た
し
、
ま
た
報
刊
や
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

官
紳
輿
論
は
、
そ
の
政
治
的
要
求
を
政
権
に
訴
え
る
制
度
的
基
盤
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
官
紳
の
政
治
的
要
求
に
制
度
的
裏
付
け
を
与
え

る
こ
と
こ
そ
、
立
憲
運
動
を
代
表
と
す
る
清
朝
最
末
期
に
お
け
る
改
革

運
動
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
動

向
が
新
た
な
政
治
的
倫
理
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
た
の
か
。
清
朝
本
来

の
「
制
度
の
論
理
」
は
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
し
て
い
か
な
る
対
応
を

み
せ
た
の
か
。
本
書
の
成
果
を
も
と
に
、
こ
の
よ
う
な
議
論
も
可
能
か

も
し
れ
な
い
。

本
評
で
は
評
者
自
身
の
能
力
に
よ
り
制
度
史
そ
の
も
の
に
密
着
し
た

評
価
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
的
外
れ
な
議
論
を
く
り
か
え
す
だ
け
に
終

わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
本
書
が
制
度
史
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲

で
な
く
、
よ
り
広
く
中
国
史
全
体
を
対
象
と
し
た
研
究
者
に
読
ま
れ
る

べ
き
成
果
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
信
じ
る
し
、
本
評
が
日
本
に
お
い

て
本
書
が
広
く
読
ま
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
読
者
に
は
、
ま
ず
著
者
の
『
日
暮
乾
清
門
―
近
代
的
世
運
与
人

物
―
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
お

薦
め
し
た
い
。
こ
の
本
で
は
本
書
と
、
ま
た
同
じ
く
著
者
に
よ
る
『
中

国
近
代
外
交
官
群
体
的
形
成
（
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）』
の
重
要
な

ト
ピ
ッ
ク
が
専
門
家
以
外
の
読
者
も
対
象
と
し
た
よ
り
親
し
み
や
す
い

体
裁
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
清
末
制
度
史
研
究
の
入
門
編
と
し
て
、
非

常
に
有
用
な
も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
、
四
三
六
頁
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注
（
1
）
書
名
の
由
来
、
ま
た
「
辨
色
視
朝
」
が
清
代
に
お
い
て
皇
帝
の
精
励
を

象
徴
す
る
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、本
書
二
―
三
頁
を
参
照
。 

（
2
）「
制
度
の
論
理
」
と
は
評
者
が
本
書
の
内
容
を
ま
と
め
る
た
め
に
使
用

し
た
用
語
で
、
著
者
が
本
書
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。 

（
3
）
清
代
に
お
い
て
胥
吏
を
置
か
ず
章
京
を
用
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
機
関
で

あ
る
総
理
衙
門
の
章
京
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
『
中
国
近
代
外
交
官
群
体

的
形
成
（
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
が
、
第
三
章
「
総
理
衙
門
章
京
」
に
お
い
て
分
析
を
行

な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
箱
田
恵
子
に
よ
る
書
評
が

『
中
国
研
究
月
報
』
七
二
―
四
（
二
〇
一
八
年
）
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

（
4
）
前
者
は
朱
維
錚
「
晩
清
的
軍
機
処
」、同
『
重
読
近
代
史
』（
中
西
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）、
後
者
はBartlett, Beatrice S, M
onarchs and M

in-
isters: T

he G
rand Council in M

id-Ching China, 1723-1820, 
U
niversity of California Press, 1994

（
中
国
語
訳
は
、
白
彬
菊
著
、

董
建
中
訳
『
君
主
与
大
臣
―
清
中
期
的
軍
機
処
（
一
七
二
三
―

一
八
二
〇
）
―
』、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
見
え
る

見
解
で
あ
る
。 

（
5
）
例
え
ば
著
者
の
一
冊
目
の
研
究
書
で
あ
る
前
掲
『
中
国
近
代
外
交
官
群

体
的
形
成
（
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）』
で
も
、研
究
の
方
法
と
し
て
「
人

間
の
角
度
か
ら
制
度
の
研
究
を
し
、
紙
の
上
に
留
め
ら
れ
た
制
度
を
可
能

な
限
り
具
体
化
し
、
か
つ
動
き
の
あ
る
も
の
に
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
（
五
頁
）。 

（
6
）
こ
こ
で
挙
げ
た
「
活
的
制
度
史
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
鄧
小
南
「
走

向
「
活
」
的
制
度
史
―
以
宋
代
官
僚
政
治
制
度
史
研
究
為
例
的
点
滴
思

考
―
」（『
浙
江
学
刊
』
二
〇
〇
三
―
三
、二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。 

（
7
）
こ
の
よ
う
な
見
方
の
日
本
に
お
け
る
典
型
的
な
、
と
い
う
よ
り
極
端
な

例
と
し
て
、加
藤
徹
『
西
太
后
―
大
清
帝
国
最
後
の
光

―
』（
中
公
新
書
、

二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。
加
藤
氏
は
中
国
に
お
け
る
政
治
的
対
立
の
属
人

的
性
格
を
極
度
に
強
調
す
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
確
か
に
現
代
日
本
の

中
国
観
の
あ
る
側
面
を
代
表
す
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
中
国
が
世
界
史
的
に

も
稀
有
な
制
度
の
国
、
ま
た
学
問
の
国
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
事

実
が
歴
史
過
程
に
与
え
た
影
響
を
、
あ
ま
り
に
軽
視
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

（
8
）
例
え
ば
佐
々
木
揚
「
清
末
の
「
憲
法
」
―
日
清
戦
争
前
後
―
」（『
九
州

大
学
東
洋
史
論
集
』
三
一
、二
〇
〇
三
年
）、同
「
戊
戌
変
法
期
の
「
憲
法
」

―
康
有
為
『
日
本
変
政
考
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
洋
学
報
』
八
八
―

二
、二
〇
〇
六
年
）、
茅
海
建
『
従
甲
午
到
戊
戌
―
康
有
為
『
我
史
』
鑒
注

―
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
六
九
六
―

六
九
七
頁
、
同
『
戊
戌
時
期
康
有
為
、
梁
啓
超
的
思
想
』（
生
活
・
読
書
・

新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
二
一
年
）、
一
九
三
―
一
九
六
頁
。 

（
9
）
章
清
『
清
季
民
国
時
期
的
「
思
想
界
」（
典
蔵
版
）』（
社
会
科
学
文
献

出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）。 

（
10
）
上
海
図
書
館
編
『
汪
康
年
師
友
書
札
（
二
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
年
）
に
収
録
さ
れ
る
張
元
済
の
書
信
に
は
、
か
な
り
頻
繁
に
汪

康
年
に
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
例
え
ば
張
元
済
自

身
が
抄
録
し
て
送
っ
て
い
る
の
は
「
張
元
済
・
三
十
」（
一
七
二
四
頁
）

な
ど
で
、
軍
機
処
の
供
事
に
依
頼
し
て
未
発
抄
の
奏
摺
を
手
に
入
れ
よ
う

と
し
て
い
る
も
の
に
は
、「
張
元
済
・
十
二
」（
一
六
九
三
頁
。
な
お
本
書

二
一
七
頁
も
『
張
元
済
全
集
』
第
二
巻
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
、

か
ら
こ
の
書
信
を
引
く
）
が
あ
る
。
ま
た
「
密
摺
」
を
な
ん
と
か
手
に
入

れ
よ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
書
信
「
張
元
済
・

十
八
」（
一
七
〇
三
頁
）
も
あ
り
、『
時
務
報
』
の
情
報
源
と
し
て
軍
機
処
、

総
理
衙
門
の
章
京
、
供
事
が
相
当
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
報
刊
で
も
同
様
で
、
例
え
ば
蔡
元
培
は
杭
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州
で
報
刊
発
行
の
準
備
を
し
て
い
た
童
学
琦
の
た
め
、
総
理
衙
門
、
軍
機

処
か
ら
情
報
を
得
る
方
法
を
探
り
、
軍
機
処
の
供
事
に
奏
摺
を
抄
録
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
情
報
を
得
て
い
る
（
中
国
蔡
元
培
研
究
会
編

『
蔡
元
培
全
集
』
第
十
五
巻
、
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
日
記
、

光
緒
二
十
三
年
二
月
十
七
日
、
一
一
八
頁
）。
報
刊
が
情
報
を
得
る
う
え

で
総
理
衙
門
の
供
事
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と
は
著
者
も
指
摘

し
て
い
る
（
前
掲
『
中
国
近
代
外
交
官
群
体
的
形
成
（
一
八
六
一
―

一
九
一
一
）』、
二
二
〇
―
二
二
二
頁
）。 

（
11
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
晩
清
『
保
中
国
不
保
大
清
』
説
的
生
成

与
伝
播
―
従
文
悌
厳
参
康
有
為
之
事
説
起
―
」（『
台
大
歴
史
学
報
』

六
八
、二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。 

（
12
）
中
国
之
新
民
（
梁
啓
超
）「
敬
告
我
同
業
諸
君
」、『
新
民
叢
報
』
第

十
七
号
（
光
緒
二
十
八
年
九
月
初
一
日
）。
引
文
は
二
頁
。
な
お
こ
の
時
、

梁
啓
超
は
す
で
に
三
権
分
立
の
思
想
を
受
け
入
れ
て
い
る
。 

（
13
）「
論
閲
報
者
今
昔
程
度
之
比
較
」、『
申
報
』
光
緒
三
十
二
年
正
月
十
二
日
。 

（
や
お
た
に　

あ
き
よ
し　

台
湾
慈
済
大
学
東
方
語
文
学
系
副
教
授
）


